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蛍光X線スペクトル計器による
資源の認識・選別・品質管理

REDWAVE XRF

用途
一般的には、全ての固体資源は、特定且つ固有の元素を含んでおり、分析し選別する事が可能です。この元素
は、選別における基準として使用されます。それ故、蛍光X線技術は、材料のカテゴリーや用途に制限はなく、非
常に幅広い分野において利用する事が出来ます。

以下にその用途例をご覧頂けます。

経済的
耐熱ガラスと鉛ガラスの様な材料を、１工程且つ１台の選別機のみでの認識・選別が可能です。

高性能
認識と選別は、最速スピードで行われます。1,3mの選別幅において、1時間あたり最大28t

のカレットを選別する事が出来ます。

高い再生率
不純物は、非常に精密に選別されます。例えば、廃ガラスに含まれる不純物については、

8~60mm間のカレットサイズにおいて、最大98%の精度での選別が可能です。

効率
良質な資源の損失はほぼありません。不純物の選別における、良質ガラスの損失比率は、

最小であり1%未満です。

水分や汚染に影響されない
この高い選別品質は、対象物が水分を含んでいようと、汚染されていようと、或いは

ラベルが付着していようとも、影響を受ける事はありません。

フレキシビリティ
この技術は、常に変化し続ける状況と市場の要求に合わせて、現場での迅速な改造を可能にします。

ガラス：

• 鉛ガラス
• ガラスセラミック
• 陶磁器
• ディスプレイ用ガラス
• その他

鉱物：

• ヒ素含有鉱物
• 水銀含有鉱物
• 選別対象となる様々な要素を含
 む鉱石の選別
• 純度に基づく様々な鉱物の選別
• その他

金属：

• 真鍮
• 銅
• ステンレス鋼
• 鉄
• クロム
• 亜鉛
• バナジウム
• 様々なニスが塗られた金属
• その他

プラスチック：

• 細かく切断されたプラスチック
 におけるブロム化したプラスチ
 ックの選別
• その他

電子部品スクラップ：

• 細かく切断された電子部品スク
 ラップにおける非鉄金属が塗装
 されている部分
• プリント基板の選別
• その他

品質管理：

特有の元素に基づいた上記分野
におけるオンライン品質管理

REDWAVE XRF

利点：
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資源の認識と選別：

例：廃ガラス選別におけるガラスセラミックの認識と選別： 他の元素を除き、全体の約2.5%の
量のジルコニウムが、ガラスセラミックの製造の際に加えられています。LとKの原子殻間を電子
が移動する際の、ジルコニウムの第2エネルギー放射は、15,78KeV (Kα1) のエネルギー量があ
ります。このエネルギー量の光子が検知され、信号の強さが定められた閾値を上回る場合には、
対象物が排出されます。

その他用途：
• 廃ガラスに含まれる鉛ガラスと耐熱ガラスの選別
• 貴金属の選別
• 鉱石と鉱物の選別
• プラスチックの選別
• 電子部品スクラップの選別

品質管理：

REDWAVE XRFは、品質管理の分野においても有効です。検知すべき元素は、作業内容と要望に
応じて、システムに予め設定します。設定された元素は、選別材料の品質を保証し、記録する為
に、認識及び評価されます。

REDWAVE XRFとは、対象物の化学組成を基に、ガラス・セラミック・金属・鉱物・
プラスチック等の材料を、分析し選別する為のシステムです。ここでの化学組成に
は、1つの元素、複数の元素、或いは2つの元素の比率が含まれます。2つの元素の
比率は、例えば真鍮と合金鋼とをそれぞれ選別する際に使用します。鉛ガラス・耐
熱ガラスを廃ガラスより除去する際の判断基準として、鉛（Pb）・ジルコニウム
（Zr）及び亜鉛（Zn）の元素を使用します。この選別技術は、光学式選別の分野
において、長年に渡り非常に高い信頼を得ている当社のREDWAVEによる選別技術
と、Innov-X Systems社の蛍光X線技術を組み合わせ、開発致しました。REDWAVE 
XRFは、資源の選別のみならず、様々な分野における品質管理においても使用する
事が可能です。

REDWAVE XRF －機能：

対象の材料は、振動フィーダーを使用したコンベアーベルトによって、選別幅全域に均等に送り込まれま
す。次に、流れる材料はスキャンされますが、光学的影響を受ける事なく、化学組成のみによって識別し
ます。それゆえ、材料の厚み・色・ラベル・汚れ等が、選別の品質に影響を与えることはありません。識
別された材料が予め定められた排出パラメーターと一致した場合には、排出ユニットに信号が送られま
す。そして、圧縮空気を用いた高速バルブとエアージェットによって、識別された材料が排出されます。

蛍光X線（XRF）は、化学組成に基づく対象物の品質と分量の分析の為に、幅広く使用されています。この技術を
使用すれば、元素周期律表のほぼ全ての元素を探知する事が可能になります。

ボーアの原子モデル論において、原子は、負の電荷を帯びた電子に囲まれた、正の電荷を帯びた小さな核であ
り、太陽系の構造と類似する円軌道上を運動している、と記述しています。

対象物が高エネルギー電磁放射線（X線）にさらされると、原子の内核より電子が飛び出し、そこに無の空間が生
まれます。すると、この無の空間は外核より移動した電子によって埋められ、その結果、光子となった放射線が
放出されます。この放射線は、第2X線放射と呼ばれています。これは、元素固有のものであり、それぞれの元素
に応じた異なるレベルのエネルギーを持っています。この第2X線放射を、異なるエネルギーに基づき、特別な検
知器を用いて捕捉する事により、対象物の原子構成を特定し、材料ごとに分類する事が可能になります。

蛍光X線 / X線トランスミッション：
REDWAVE XRFの蛍光X線を使用する事で、対象物の正確な化学組成を検知する事が出来ます。一方、X線トラン
スミッションは、密度の違いのみを計測します。

安全性
蛍光X線分析の放射エネルギーのレベルは、非常に微小です。このシステムは、完全保護の方針に基づいて設計さ
れたので、稼働中のいかなる過剰放射も引き起こす事はありません。

蛍光X線の基礎 REDWAVE XRF活躍の分野
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X線チューブが対象物に光子を放射する。 外殻より電子がその無の空間を埋める。

電子が原子殻より飛び出し、無の空間を残す。 余剰エネルギーが第2X線放射となり放出される。
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コンベイヤーベルト

検知器とX線チューブセンサー
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